
七
・
七
・

な
お
、
『
解
屍
篇
』
『
解
屍
篇
原
註
』
『
解
屍
篇
講
録
』
『
解
屍
篇
奇

聞
』
は
、
現
在
筆
稿
途
中
で
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
論
文

に
し
て
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
新
潟
県
小
千
谷
市
立
片
貝
小
学
校
）

七
・
七
・
三
○
中
野
操
）
‐

て
直
ち
に
判
断
す
る
こ
と
は
、

い
。

中
野
操
）

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

、
演
者
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な

安
藤
昌
益
（
一
七
○
三
’
一
七
六
二
年
）
は
江
戸
時
代
中
期
の
思

想
家
で
、
八
戸
に
お
い
て
医
者
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ

の
稿
本
『
自
然
真
営
道
』
（
全
百
一
巻
・
九
十
三
冊
）
は
自
己
の
自

然
哲
学
を
宇
宙
論
的
に
体
系
づ
け
た
一
大
哲
学
思
想
大
系
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
そ
の
大
半
は

焼
失
し
て
し
ま
い
、
現
存
す
る
の
は
十
五
冊
の
承
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
昌
益
の
医
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
『
真
斎
護
筆
』
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昌
益
医
学
の
病
論
と
療
法
を
中
心
に
、

『
自
然
真
営
道
』
第
七
十
三
巻
か
ら
第
百
巻
に
至
る
臨
床
医
学
各
論

の
骨
幹
を
抄
出
、
筆
写
し
、
若
干
の
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
、
宇
都

宮
の
町
医
で
あ
っ
た
真
斎
（
一
七
八
九
Ｉ
？
）
と
い
う
人
物
が
著
し

た
も
の
で
あ
る
。

『
真
斎
謨
筆
』
の
小
児
門
に
つ
い
て

広
田
曄
子
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「
真
斎
護
筆
』
の
文
章
は
漢
字
仮
名
ま
じ
り
文
で
あ
る
が
、
『
自
然

真
営
道
』
稿
本
は
漢
文
調
の
文
章
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
昌
益
は
生
薬
名
に
略
字
、
合
成
字
、
造
字
を
あ
て
た
よ
う
で
あ

る
。

「
真
斎
慢
筆
』
小
児
門
は
、
「
天
・
地
・
人
」
の
三
巻
の
天
の
巻
に

あ
り
、
『
自
然
真
営
道
』
の
第
七
十
六
、
七
十
七
、
七
十
八
巻
の
小

児
門
巻
に
相
当
す
る
。

小
児
門
は
五
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

日
初
生
養
護
に
つ
い
て
、
お
よ
び
乳
児
の
か
か
り
や
す
い
疾
患

（
口
、
舌
、
目
、
耳
、
鼻
の
病
気
や
寄
生
虫
病
、
肛
門
の
病
気
や
尿

や
便
の
異
常
、
水
腫
、
黄
疸
な
ど
）
に
つ
い
て
。

ロ
幼
児
の
か
か
り
や
す
い
病
気
に
つ
い
て
。
す
な
わ
ち
、
熱

病
、
腸
の
病
気
、
宿
、
癖
疾
、
発
熱
性
疾
患
、
嘔
吐
、
咳
嗽
、
喘
急

な
ど
に
つ
い
て
。
ま
た
、
発
育
異
常
や
発
育
の
特
徴
を
と
ら
え
て
体

質
的
に
分
類
し
、
治
療
法
を
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
歯
、
髪
、

こ
と
ば
、
聴
力
、
視
力
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

白
痘
瘡
、
麻
疹
に
つ
い
て
。

四
人
相
学
的
な
見
地
か
ら
体
質
を
推
察
し
、
将
来
か
か
る
病
気

を
防
ぐ
処
方
を
記
し
て
い
る
。
‐

㈲
咽
喉
の
病
に
つ
い
て
。

以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
分
類
は
か
な
り
特
異
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
記
載
さ
れ
た
処
方
数
は
全
部
で
一
八
一
処
方
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
内
服
は
一
七
一
処
方
、
外
用
一
○
処
方
で
あ
る
。
内
服
の

う
ち
一
六
六
処
方
は
煎
剤
で
あ
り
、
残
り
の
五
処
方
が
丸
散
剤
で
あ

亨
（
匂
Ｏ

構
成
生
薬
の
数
で
最
も
多
い
の
は
八
つ
で
、
九
六
処
方
で
あ
る
。

次
に
多
い
の
は
四
つ
で
、
三
二
処
方
で
あ
る
。
最
も
多
く
て
も
二

の
生
薬
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
二
を
越
え
る
も
の
は
な
い
。
こ
の

よ
う
に
構
成
生
薬
数
が
一
○
以
下
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
極
め
て
日
本
的
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
過
去
に
調
べ
た
と
こ

ろ
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
は
正
規
分
布
的
に

構
成
生
薬
数
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
に
対
し
、
『
真
斎
證
筆
』
小
児
門

で
は
構
成
生
薬
数
が
八
つ
や
四
つ
の
も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。

こ
れ
は
、
安
藤
昌
益
の
哲
学
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
昌
益
の
五
行
論
の
特
徴
が
、
五
行
の
各
々
が
他
の
四
行
を
そ
の

内
に
具
備
し
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る
た
め
、
八
気
互
性
に
基
づ
い

て
処
方
を
つ
く
っ
て
い
る
た
め
に
、
八
つ
の
構
成
生
薬
か
ら
な
る
処
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方
が
多
く
な
り
、
つ
ぎ
に
八
の
半
分
の
四
つ
の
も
の
が
多
く
な
る
た

め
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
処
方
の
ほ
と
ん
ど
が
八
気
互
性
に

基
づ
い
て
安
藤
昌
益
自
身
が
組
み
立
て
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
医

書
の
模
倣
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

げ
ら
れ
て
い
る
。
坐

証
的
記
述
が
多
い
。

ま
た
、
昌
益
の
処
方
名
の
つ
け
方
も
独
特
で
、
た
と
え
ば
止
血
湯

と
か
殺
虫
湯
と
か
い
っ
た
具
合
に
、
そ
の
処
方
の
作
用
を
名
前
と
し

た
も
の
が
多
く
、
わ
か
り
や
す
く
出
来
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
原
因
と
し
て
は
胎
毒
が
最
も
多
く
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
四
行
に
基
づ
い
た
臓
脈
弁

以
上
の
よ
う
に
、
『
真
斎
證
筆
』
に
は
煎
剤
が
多
く
記
載
さ
れ
、

し
か
も
一
○
く
ら
い
ま
で
の
構
成
生
薬
か
ら
成
る
も
の
が
多
い
点
は

極
め
て
日
本
的
と
い
え
る
が
、
全
く
新
し
い
哲
学
体
系
を
つ
く
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
独
自
の
処
方
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
点
は
中
国
医

学
の
模
倣
に
終
始
し
て
い
た
他
の
日
本
の
医
書
と
は
全
く
異
な
る
。

の
抜
粋
で
あ
っ
た
。

演
者
は
こ
れ
ま
で
、
安
藤
昌
益
以
前
、
以
後
の
時
代
の
小
児
門
に

つ
い
て
調
べ
て
き
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
処
方
は
中
国
医
書
か
ら

安
藤
昌
益
が
吉
益
東
洞
と
同
時
代
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
時
、

時
代
が
こ
の
よ
う
に
独
創
性
に
満
ち
た
人
食
を
生
み
出
し
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

（
東
京
都
三
鷹
市
）
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